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　雨水を速やかに河川等の公共用水域に排除し、市街地の浸水被害を防止する。

緊急性等を勘案し、浸水常襲地区の整備に取り組む。
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雨水を速やかに河川等の公共用水域に排除し、市街地の浸水被害を防止する。
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事業：公共下水道整備事業（雨水）                                

１．公共下水道の雨水管渠整備 

下水道管の延伸整備を行うことで雨水整備率の向上を図った。 

 

 

 

細事業：公共下水道整備事業（雨水）                             

１．公共下水道雨水管渠面整備の概要 

面積０．１ｈａ、管渠延長約９３ｍの整備を行った。 

 

（１）委託料 

委 託 名 金額（円） 期 間 委 託 概 要 

平成 24 年度下水道工事に伴う 

家屋調査業務（その１）外１件 
486,780 

H24.6.5～ 

H25.3.26 

家屋調査   

事前１４件、事後３件 

計 486,780   

 

（２）工事請負費 

工 事 名 金額（円） 期 間 工 事 概 要 

公共下水道松ヶ丘中町 

雨水管渠築造工事 
101,349,150 

H24.6.18～ 

H25.3.28 
施工延長 L=92.72m 

計 101,349,150   

 

（３）補償費及び賠償金 

補 償 名 金額（円） 期 間 補 償 概 要 

平成 24 年度公共下水道工事に 

伴う水道移設工事補償（設計費） 
385,560 

H24.11.7～ 

H25.3.29 
雨水管渠築造工事に伴う水道管移設 

計 385,560   

 

 

 

 

 

 

 

 

 


